
PyCon APAC 2013 第4回 MTG 議事録 
日時 : 2013/2/19(火) 19:00- 
場所 : ビープラウド会議室 
出席 : 寺田、ほさか、竹内、こさか、イクバル、清水川、たかのり、畠、かわた、清田、若林、つつい、
中村、イアン、ナツ、藤原(Skype) 
 

PyCon APAC 2013 第4回 MTG 議事録 
タスクのチケット確認(ほさか、竹内) 
イベント骨子(寺田) 
会場 (キタハラ 
Web サイト 
スポンサー募集(清田) 
基調講演(たかのり 
法人化(寺田) 
運営方法について 
その他 

 

タスクのチケット確認(ほさか、竹内) 
●​ 会場を決定する 

○​ 会場決定条件の優先度決定 
●​ 残りの担当を洗い出して決める 

○​ スポンサーはもう一人いたほうがいいかな。→清田さんの会社の人がやるっぽかっ
たが、その後は不明 

○​ かわた: プログラム担当で 
●​ スポンサーMTGの報告ブログを書く 
●​ Symposion の国際化開発工数の見積もり 

○​ pinax 外部委託の際の費用について 
○​ 今月頭にMTGした。その後見積もり等できていない 

●​ 木下さんに依頼する内容をまとめる 
○​ 今週末でSkypeミーティングする予定 

●​ メディア担当の人に引き継ぎ連絡 
○​ サイトが出来たら引き継ぎする(ほさか) 

●​ twitter アカウントを共有 
○​ サービス管理に書いてください 
○​ https://docs.google.com/spreadsheet/ccc?key=0Avbw8GEmTD5OdFNWSTdCT

WtxT3liZXdlMGhIUjFmanc#gid=0 
●​ シンガポールに基調講演者を一人出してもらうか決める 
●​ PyCon JP 実行委員会の概要をまとめる 
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●​ PyCon JP 実行委員会の法人化 
●​ スポンサー募集要項の決定 
●​ イベント骨子を決める 

RubyKaigiの人とのミーティング 
●​ https://docs.google.com/document/d/1uuZCOmZAPxy-SWnj493DwBp1g7x4mWHo5Kc8

sKZrrfY/edit#heading=h.z8e0mes7h43b  
●​ ポイント 

○​ 無理しない 
○​ 全てのタスクは2人一組でやる。→倍のリソースで 
○​ やりたいことを持っている人がいたらやる、無理にやらない 
○​ お金周り、スポンサー周りについては注意深く。ここだけは。 
○​ スタッフの人数は?→人数は20人くらい、当日含めて50人 
○​ 細かい所で人手がかかる作業はやらない 
○​ スポンサーにメリットの差をあまり出さない 
○​ 都内でとれなかったら最後は「つくば」でという手がとれている 
○​ コンセプトは自慢大会→自由なスペースを用意する 
○​ Sprint、Handson等は用意しない（自由スペースで勝手にやってもらう） 

イベント骨子(寺田) 
●​ テーマは「The year of Python」に決まったが、今後企画等を考えるときの元となる「どういう
イベントとするか」についてまとめたい。→なにを優先すべきかを決めるときの元となる考え
方 

a.​ 新たなPythonユーザの獲得(第一優先) 
■​ →他言語のユーザ、はじめて言語を学ぶユーザをサポートしたい 
■​ →内輪感がでないように 

b.​ 参加者のモチベーションをあげられるイベント(第二優先) 
■​ →発表者になってみたい、ユーザ同士で結びついて、もっと良いものを見せ
たい/話をしたいと思ってほしい 

c.​ 毎年来場する人へのサポート(第三優先) 
■​ →来年も発表したい。次回は発表したい。発表しなくてもいろんな人から話し
をもっと聞ける環境。 

d.​ (スタッフが頑張り疲れないように気をつける) 
●​ 今後上記の文章を使うので、文言を見なおしてください。(たかのり) 
●​ →了解(寺田) 

会場 (キタハラ 
●​ 会場評価表 
1.​ 明星大学、電気通信大学以外を可能な限り評価 
2.​ 不明な所は 1 で評価 (期限があるため 
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3.​ 順位は以下のとおり 
○​ 東京電機大学: 127pt 
○​ 産業技術大学院大学: 111pt 
○​ 工学院大学: 106pt 
○​ つくば国際会議場: 92pt 
○​ 慶應義塾大学: 89pt 
○​ 東京大学: 86pt 
○​ 明治大学: 83pt 
○​ 国連大学: 74pt 

4.​ 現地を見て相手と話して決める(竹内) 
○​ 28日以降: 工学院大学(若林) 
○​ 東京電機大学の日程調整する(寺田) 
○​ 3月中旬に決定目標 

Web サイト 
●​ Pinax は厳しそう 

○​ 去年と同じ方針で行くかも 
●​ デザイン系は木下さんの返答待ち 
●​ 委託については要件がまとめられないので、見積り等難しい状況(こさか) 

○​ RFPを書いて見積もりを出してもらう必要があるが、RFPを書ける人がいない(寺田) 
○​ 金額としてどのくらい出せるのかもあるのでは?(たかのり) 
○​ スケジュールには乗らないが RFP は書きます(たかのり) 

●​ 今年どうするか 
○​ 去年のデータを手を動かして使ってみる(こさか) 
○​ 講演者の情報はスプレッドシートで自分で編集させるとか?(寺田) 

●​ (Todo)去年のサイトを手元で立ち上げてみる(こさか、藤原) 
○​ https://bitbucket.org/pyconjp/pyconjp2012site 
○​ PyCon JP 2012 タイムテーブル →ここから csv で保存して、スクリプトを走らせる 

スポンサー募集(清田) 
●​ https://docs.google.com/document/d/1sy5HntO_2zwZwxOFYTM6-rj48j-HsXn61-2VXpHu

Y4I/edit# 
○​ ダイヤモンド、プラチナ、ゴールドに枠数を決めた: プレミア感 
○​ ゴールド以上にメリットをつけている感じ 
○​ 他の会社には聞きに行かないのか?(畠) 
○​ →時間的には難しい感じ(清田) 
○​ お金があるところからちゃんともらう形がよいのではないか(清田) 
○​ 企業セッションはCfPと同じレベルじゃないとだめだという話があった(清水川) 
○​ そのとおりだと思う。ガチ内容を用意してもらわないとつらい(たかのり) 
○​ スポンサーのレベルが多いのではないか?(清水川) 

■​ アカデミックとかはずせば普通ではないか?(畠) 
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■​ Diamond/Platinum/Gold/Silverで考えたほうが良さそう 
○​ Web、プログラム、会場担当と詰める必要がある(寺田) 
○​ スポンサーに話を聞きに行かないか?(畠) 

■​ Nifty、10gen、gumi(畠)、Microsoft、Scubism(たかのり、寺田)、KLab(稲田さ
んに聞く) 

■​ シルバーも聞けるとこは聞くくらいで 
○​ Singaporeはどうだったのか?(中村) 

■​ 参加人数が少ないのと、数よりは大きいスポンサーで数社というイメージ(寺
田) 

○​ (Todo)2パターン作る(清田) 

基調講演(たかのり) 
●​ PyConAPAC keynote候補者リスト（Python界隈著名人） 
●​ 声をかける順番を決めたい 
●​ Python枠/Python以外枠というわけかたもあるのでは(畠) 
●​ Singapore枠みたいは話とかもあるのでは?(清水川) 

○​ Keynoteは日本で選びたい(寺田) 
○​ (Todo)Kyenoteは日本スタッフで選ぶけど、お金出すの?みたいな確認をする(イクバ
ル) 

●​ スタッフが1人2、3票くらいいれる感じでどうでしょう?(たかのり) 
●​ 一人はPythonでもう一人はPythonとは別のレイヤーの人がよいと考えている(畠) 

○​ Python 外の人をもう少し挙げる(TODO) 
■​ 今週中くらい 
■​ 決定の投票を来週いっぱいくらい? 
■​ 誰担当? 

法人化(寺田) 
●​ 増田さん、イクバルさんと話している。3人でだいたい合意できている(寺田) 
●​ 設立趣旨書を作成中(寺田) 
●​ 2月末に決起予定(寺田) 

運営方法について 
●​ skype 

○​ なるべく利用率を減らしたい 
○​ 残らないので 
○​ Skypeをやめる(清水川) 

●​ trac 
○​ 各担当がそれぞれチケットを上げて管理してほしい 
○​ 登録からチェックまで全てを見るのは難しい 
○​ 気づいたことがあったら何でもチケットにしてしまって構わない 
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○​ 期限でメール投げるようになったらしい(清水川) 
●​ ML 

○​ 報告・相談系は ML に優先して投げてほしい 
○​ skype だと流れるので 

●​ docs 
○​ ある程度まとまった情報はドキュメントとして残す 

その他 
●​ 取材してくれそうな媒体さんメモ(今津 
●​ チケット販売サービス比較(2013)(たかのり) 

○​ とりあえず調べだした状況 
○​ 早割とか学割とか締め切りとかに対応したチケット発売の仕組みが必要と考えてい
る 

○​ 2回にわけて販売して1回めだけTシャツありとか 
●​ Photobook(たかのり) 

○​ だいたいできたので見てください(途中経過をexportとかできないのがつらい...) 
○​ https://bitbucket.org/takanori/pytolot 
○​ 3月12日に竹内さん出発するらしいので、送りつける(たかのり) 

●​ PyCon TW に誰送り込むか 
○​ PyCon APAC の宣伝をしてきてほしい 
○​ Proposalできれば出してほしい(寺田) 
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